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7.

・観測天体

Accepted for publication in MNRAS
・The Hubble UV Legacy Library of Young Stars as Essential Standards (ULLYSES)
ProjectのターゲットであるTX Ori, V505 Ori, V510 Oriの３天体とσ Ori clusterのYSOs
の可視光測光データを解析した。
・３天体は、変動性が高く、降着率も比較的高い天体であることがわかった。
・可視光多波長データの解析の結果、non-standardなreddeningを示したことから、散
乱光の影響があることが示唆された(→今後のモデル構築が必要)。
・V505 Oriの変動性は、円盤内縁がワープしており、その影になる影響と考えられる。

+ σ Ori cluster中のYSOs 140天体



・背景
ULLYSES: HSTにより~140nm - ~1umの波長帯の高感度スペクトルをYSO 70天体に対
し取得する。VLTなどの地上望遠鏡によるfollow^up観測なども行う。今回使用する３天
体は、TESSによっても観測されている。今回の研究は、そのターゲット天体の可視光
の特性を調べるもの。
・使用するデータ
Hunting Outbursting Young Stars(HOYS) citizen science projectのデータを使用。
アマチュア天文家などによる小望遠鏡を用いた長期間にわたる高品質の可視光測光
データ。25個の近傍の若い星団中のYSOsのデータ(Hαを含む)をモニター観測して
いる(d<1kpc, age < 1Myr)。U,B,V,R,Hα,Iバンドのデータを使用。

TX Ori V505 Ori V510 Ori

図中の縦線は、HST, VLTの観測がなされた時期



・観測天体のGaiaデータ
σ Ori中のYSOs 140天体を使用
Parallax, proper motion, color-
magnitude図より、YSOsと思
われる天体を抽出。
図中の黄色の天体がULLYSES
の3天体

Parallax分布 Proper motion分布

天球面上分布 Color-magnitude図
・HOYAとGaiaデータの相関

相関からずれているのは、HOYA
ではsaturationしている天体など



R-I
・Color-magnitude図

V-I B-I U-I
TX Ori V505 Ori V510 Ori

・ULLYSESの3天体のHOYAデータを用いたcolor-magnitude図とダストの性質
3天体ともCMD slopeの波長依存性が、ISM dust extinctionモデルと一致しない。
→ダストが光学的に厚く、また、散乱光の影響があることを示す。

Uバンドのscatterは、降着率の変動が原因の可能性がある。



- 縦軸：等級の変化
横軸：相関の時間差
color: 相関係数

- TX Ori, V505 Oriは、
時間差が増すと変動
が増す。V510 Oriは、
比較的一定。

− σ Ori YSOsに比べる
と、３天体とも変動
が大きい。

- 7日周期
- 黒点モデルでフィットしよ

うとすると、黒点の
coverageが~0.5と
unreasonableの結果になる

→円盤内縁がwarpしており、
その影の影響で変動している
可能性がある

・V505 Oriの変動
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・ ULLYSES３天体 vs. σ Ori cluster中のYSOs:時間変動
TX Ori V505 Ori V510 Ori σ Ori YSOs
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・ ULLYSES３天体 vs. σ Ori cluster中のYSOs:降着率

- ULLYSES３天体は比較
的高い降着率を持つ。
(明るい天体をターゲット
としたため)
- Dust extinctionも比較的
高い

・ ULLYSES３天体 vs. σ Ori cluster中のYSOs:時間変動

- Stetston index @ Iバンド: ULLYSES３天体(黄色)
は比較的高い値を持つ→変動性が高い
- 実線：cumulative distribution @ Wise W1,W2, 
HOYA IRVBU → 80%のYSOsが3天体よりも変動性
が低い



8.
Accepted for publication in ApJ

・低温領域に置いてダスト表面上の氷分子を気相に脱離させるためには、非熱的な過程
が必要。化学的脱離は、その候補の１つだが、脱離効率はよくわかっていない。
・ダスト表面の氷分子の化学的脱離確率を、実験とモンテカルロ計算に基づいて導いた
・アモルファス氷上のH2SとPH3の化学的脱離確率はそれぞれ 3%, 4%であった。

=7%の反応エネルギーが化学的脱離に用いられたと考えると整合的
・アモルファス氷上の水素原子の吸着サイトの70%/40%が300K/200Kよりも低い束縛
エネルギーを持っているという知見も得られた。

f=0.8 f=0.6

f=1.0

Eb(H)=fE(H2)



Published in ApJ, 921, 81 (2021)
9.
・riHaの観測データとGaiaデータを用い
てTrifid NebulaにおけるClass I/II天体の
分布を求めた。
・ GaiaデータよりTrifid Nebulaまでの距
離が1250 pcと測定できた。
・Class I天体はcloud中心、Class II天体、
PMS starsはcloud外縁に分布。
・２つのcloudsが重なっている領域に
cavityがあり、YSOsが分布している。

→ cloud-cloud collisionにより星形成
が誘発された可能性を示唆。
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